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Pepih Nugraha (Kompas Media Nusantara)
114 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
ることができました。
　Kompas.comにはさまざまな特性があります。まず
速報性があります。また、いつまでもどれくらいの量
でもどんどん記事を入れることができ、紙の新聞と
違って限界がないことも特徴です。そのほかにも、オ
ンラインからさまざまなメディアに展開しやすいこ
ともありますし、読者との関係が密であるともいえる
と思います。
55人の専属記者と17人のフリーランスの記者
が不休で災害報道に対応
　最後に、紙の『コンパス』とKompas.comの違いにつ
いて簡単に紹介します。編集会議をする日がそれぞれ
違います。記者は、紙の『コンパス』には216人の記者
がいて、毎日必ず『コンパス』に記事を送らなければい
けないという義務があります。一方、Kompas.comに
は55人の専属記者と17人のフリーランスの記者がい
ます。現在では、Kompas.comの記者は紙の『コンパス』
に記事を書く必要はなく、Kompas.comのためだけに
活動すればよいことになっています。
　災害に関する記事や緊急時の記事については、私た
ちはいつでも対応できるようにしています。日曜であ
ろうと祝日であろうと、災害が発生したら全力で報道
する態勢を整えています。災害をはじめとする事件を
報道するうえでは、たんにそれを興味や好奇心の対象
として扱うのではなく、報道を通じてその地域の人び
との助けになればという考えでKompas.comは取り組
んでいます。
　東日本大震災に対しても哀悼の意をもっておりま
す。Kompas.comでは、東日本大震災を単に報道の対
象とするだけではなく、寄附も受け付けて具体的な支
援にも取り組んでいます。アチェの津波のときも、漁
民に対する船の供与や学校の建設などの支援にも関
わっていたことをお伝えしておきたいと思います。
